
和歌山市立吹上小学校 学校だより 

 

 

 

 

 

「新しい年～変わっていくこと、変わらないこと」 

学校長 髙岡 佐知 

新年あけましておめでとうございます。年末年始には「吹上小学校をよりよくするアンケート」にご回答いた

だきましてありがとうございました。保護者の皆様のご意見を今後の学校運営に生かし、保護者・地域の皆様

に、より安心して子ども達の教育を任せていただける学校であるように努めていきたいと、気持ちを新たにし

ているところです。 

 学校教育に一人一台のタブレットが導入されてから、はや４年が経過し、現在の小学校３年生が６年生時の

全国学力・学習状況調査の国語と算数が CBT（コンピュータを用いて行われる試験）になることが予定されてい

ます。また、来年度の中学３年生理科が CBTとなることが決定しています。中学校理科のサンプル問題では「ア

ルファベットの大文字、小文字を区別して、マグネシウムの元素記号を書きなさい。（キーボード入力により回

答）」とあります。このような流れがあるため、

子ども達には折に触れ、「自分の知識をしっか

りアウトプットするために、キーボード入力

ができるようにしておきましょう」と伝えて

います。現在でも大学生や大人が受ける試験

には CBT が既に導入されていますが、今後は

小中学生対象の試験でも CBT によるものが増

えていくかも知れません。 

子ども達には、機器の効果的な使い方を習

得するのと同時に、情報の発信には責任が伴い、発信するのが人間であるのと同様、情報の受け取り手も感情を

もった人間であることを常に忘れず、情報機器を用いる際の道徳性や人権感覚を合わせ持ってほしいと願いま

す。著作権や肖像権への配慮、デジタルタトゥーにならないような投稿の仕方、SNSでの発言など、子ども達の

ちょっとした行動が、親世代の子供時代とは比較にならないくらい自分自身や社会に大きな影響を及ぼしてし

まう世の中です。 

 そのような時代になったからこそ、学校という子ども達が学ぶ“リアル”な場で、友達との実際の関わりを通

して、どのような言動が良いのか、また、どのような言動が友達を傷つけるのかを学ぶことが大切です。友達を

傷つける言葉は言ってはいけないのは当たり前ですが、未熟な子ども達は時として軽い気持ちで言ってしまう

ことがあります。学校での友達は“見える相手”ですので、お互いの気持ちを理解しあって直接謝ることができ

ます。子どもは自分の行いを反省することを繰り返しながら成長していくのです。子ども達が将来よくない事

例の加害者にも被害者にもならないことを強く願っています。 
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ふれあい集会がんばりました！ ～４年生～ 

 

 

 

毎年ふれあい集会の司会、進行は４年生が行っています。今まで、その姿を見てきたので、二学期は、ふれ

あい集会がある！司会を頑張るぞ！と、みんな意気込んでいました。 

運動会が終わってすぐ、ふれあい集会にむけての準備が始まりました。司会の言葉、はじめや終わりの挨拶

の言葉の内容、順番を決めるところから始まり、会場の飾りつけの作成も行いました。（一組は秋をイメージ

した飾り、二組は冬をイメージした飾り） 

シート敷き、イス並べ、飾りつけ、どんどん出来上がっていく会場を見て、子どもたちの気持ちも高まってい

るようでした。いつもより緊張した面持ちで迎えた当日でしたが、司会進行も、演奏も上手に行えていたと思い

ます。使った楽器運び、シートの片づけまで、責任をもってやり遂げることができました。高学年にむけての大

きな１歩となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

１月の主な行事予定 

6 月 ３学期始業式  1/18・19 市科学作品展（フォルテワジマ） 

7 火 給食開始 20 月 吹上郵便局（24日まで） 

8 水 委員会 22 水 クラブ 

9 木 
なかよし相談 23 木 なかよし遊び 

体位測定（１～３年） 24 金 ５年森林体験（紀美野町） 

10 金 体位測定（４～６年） 25 土 土曜チャレンジ「雪遊び」（高野山） 

11 土 土曜チャレンジ「鏡開き」 28 火 ３年市立博物館見学 

13 月 成人の日 29 水 5年 2組理科研究授業 

15 水 6年生「こころの劇場」（和歌山城ホール） 30 木 2年 2組国語研究授業 

16 木 なかよし遊び・ALT来校 31 金 スクールカウンセラー来校 

17 金 ALT来校・スクールカウンセラー来校 2/28 金 授業参観・校内図工作品展 

18 土 土曜チャレンジ「生け花・将棋」    

 

・自分たちがやるべきことは、かざりつけ、司会進行、楽器運び、え

んそうはもちろん、会場の雰囲気づくりをしなければなりませんで

した。行事を作る側にしかわからない貴重な体験でした。 

・４年生のふれあい集会は大変でした。楽器の出し入れや、司会、マ

ットやイスを出すという準備、練習をしました。４年生は、準備や司

会、色々なことで忙しかったけれど、すごく楽しかったです。 


